
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号

旧
外
貨
債
処
理
法
に
よ
る
借
換
済
外
貨
債
の
証
券
の
一
部
の
有
効
化
等
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
旧
外
貨
債
処
理
法
（
昭
和
十
八
年
法
律
第
六
十
号
。
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
外
貨
債
の
借
換
に
際
し
、
不
当
な
取
扱
が
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
等
の
権
利
を
回
復
す
る
た
め
、
そ
の
不
当
な
取
扱

に
よ
り
借
り
換
え
ら
れ
た
外
貨
債
の
証
券
の
一
部
を
有
効
な
も
の
と
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
外
貨
債
」
と
は
、
旧
法
第
一
条
に
規
定
す
る
外
貨
債
及
び
名
古
屋
市
五
分
利
付
英
貨
八
十
万
ポ
ン
ド
公
債
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
邦
貨
債
」
と
は
、
旧
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
借
換
の
た
め
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
外
貨
債
に
代
え
て
発
行
さ
れ
た
国
債
、
地
方
債
及
び
社
債
を
い
う
。

（
借
り
換
え
ら
れ
た
外
貨
債
証
券
の
一
部
の
有
効
）

第
三
条
　
旧
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
邦
貨
債
に
借
り
換
え
ら
れ
た
外
貨
債
で
あ
つ
て
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の
の
証
券
の
う
ち
、
当
該
借
換
に
際
し
、
当
該
証
券
に
つ
き
穴
あ
け
、
記
載
事
項
の

ヽ
ヽ

ま
つ
消
そ
の
他
当
該

証
券
を
無
効
と
す
る
行
為
が
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
は
、
当
該
外
貨
債
の
元
金
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
借
換
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
有
効
な
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
借
換
に
つ
い
て
、
当
該
外
貨
債
の
証
券
の
所
有
者
の
承
諾
を
得
な
か
つ
た
も
の

二
　
当
該
借
換
の
日
に
お
い
て
質
権
の
目
的
と
な
つ
て
い
た
も
の
で
、
当
該
借
換
に
つ
い
て
当
該
質
権
の
権
利
者
の
承
諾
を
得
な
か
つ
た
も
の

三
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
日
本
国
と
外
国
と
の
間
の
戦
争
状
態
の
発
生
に
伴
い
、
当
該
外
国
の
法
令
に
基
き
清
算
に
付
さ
れ
、
又
は
敵
産
と
し
て
管
理
に
付
さ
れ
た
も
の

四
　
当
該
借
換
の
日
に
お
け
る
当
該
外
貨
債
の
証
券
の
所
有
者
以
外
の
者
が
所
有
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
者
が
そ
の
取
得
の
際
当
該
外
貨
債
が
借
り
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
も
の

２
　
財
務
大
臣
は
、
前
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
外
貨
債
の
証
券
の
銘
柄
、
額
面
金
額
、
記
号
及
び
番
号
を
告
示
す
る
。

（
外
貨
債
の
利
札
の
一
部
の
有
効
）

第
四
条
　
前
条
第
一
項
の
外
貨
債
の
証
券
の
利
札
で
旧
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
な
つ
た
も
の
は
、
当
該
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
貨
債
の
旧
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
換
（
以

下
「
借
換
」
と
い
う
。
）
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
有
効
な
も
の
と
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
の
外
貨
債
の
証
券
の
利
札
で
、
こ
れ
に
つ
き
旧
外
国
為
替
管
理
法
（
昭
和
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
に
基
く
命
令
に
よ
る
支
払
（
利
札
と
引
換
に
よ
る
支
払
を
除
く
。
）
が
さ
れ
、
旧
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
無
効
と
な
つ
た
も
の
は
、
当
該
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
支
払
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
有
効
な
も
の
と
す
る
。

３
　
外
貨
債
の
利
札
で
、
こ
れ
に
つ
き
旧
敵
産
管
理
法
（
昭
和
十
六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
に
基
く
命
令
に
よ
る
支
払
が
さ
れ
、
旧
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
な
つ
た
も
の
は
、
当
該
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務

に
つ
い
て
は
、
当
該
支
払
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
有
効
な
も
の
と
す
る
。

４
　
旧
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
な
つ
た
利
札
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
た
利
札
を
除
く
。
）
で
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
利
札
に
係
る
外
貨
債
の
借
換
に
際
し
、
当
該

利
札
に
つ
き
穴
あ
け
、
記
載
事
項
の

ヽ
ヽ

ま
つ
消
そ
の
他
当
該
利
札
を
無
効
と
す
る
行
為
が
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
は
、
当
該
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
借
換
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ

て
有
効
な
も
の
と
す
る
。

一
　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
日
本
国
と
外
国
と
の
間
の
戦
争
状
態
の
発
生
に
伴
い
、
当
該
外
国
の
法
令
に
基
き
清
算
に
付
さ
れ
、
又
は
敵
産
と
し
て
管
理
に
付
さ
れ
た
も
の

二
　
当
該
借
換
の
日
に
お
け
る
当
該
利
札
の
所
有
者
以
外
の
者
が
所
有
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
者
が
そ
の
取
得
の
際
当
該
利
札
に
係
る
外
貨
債
が
借
り
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
も
の

５
　
前
項
の
規
定
は
、
旧
外
国
為
替
管
理
法
に
基
く
命
令
に
よ
る
支
払
（
利
札
と
引
換
に
よ
る
支
払
を
除
く
。
）
が
さ
れ
、
旧
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
な
つ
た
利
札
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
た

利
札
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
当
該
利
札
に
係
る
外
貨
債
の
借
換
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
」
と
、
「
当
該
借
換
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
払
の
日
」
と
、
「
当
該
利
札
に
係
る
外
貨

債
が
借
り
換
え
ら
れ
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
利
札
が
当
該
支
払
に
よ
り
無
効
と
な
つ
た
も
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
　
財
務
大
臣
は
、
第
四
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
し
た
利
札
に
係
る
外
貨
債
の
証
券
の
銘
柄
、
額
面
金
額
、
記
号
及
び
番
号
並
び
に
当
該
利
札
の
券
面
金
額
及
び
支
払
期
日

を
告
示
す
る
。

（
地
方
債
又
は
社
債
で
あ
る
外
貨
債
の
元
利
支
払
義
務
の
政
府
承
継
）

第
五
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
が
地
方
債
又
は
社
債
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
元
利
支
払
義
務
（
利
子
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
効

な
も
の
と
さ
れ
る
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
に
限
る
。
）
は
、
当
該
外
貨
債
の
借
換
の
日
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
利
札
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
利
札
に
つ
い
て
の
同
項
に
規

定
す
る
支
払
の
日
）
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
政
府
が
承
継
す
る
。

２
　
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
利
札
が
地
方
債
又
は
社
債
の
利
札
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
係
る
利
子
の
支
払
義
務
は
、
当
該
利
札
に
つ
い
て
の
同
項
に
規
定
す
る
支
払
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
政
府
が
承

継
す
る
。

３
　
元
金
の
償
還
の
た
め
の
く
じ
び
き
に
当

ヽ
ヽ

せ
ん
し
、
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
当
該
元
金
が
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
大
阪
市
築
港
公
債
で
、
そ
の
償
還
金
又
は
利
子
の
支
払
金
が
旧
敵
産
管
理
法
に
基
く
命
令
に

よ
り
政
府
の
指
定
す
る
者
に
払
い
込
ま
れ
、
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
発
行
者
が
そ
の
債
務
を
免
か
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
行
者
は
、
そ
の
債
務
を
免
か
れ
な
か
つ
た
も
の
と
し
、
当
該
公
債
の
元
利
支
払
義
務
は
、

当
該
払
込
の
日
に
さ
か
の
ぼ
つ
て
、
政
府
が
承
継
す
る
。

４
　
第
二
項
の
規
定
は
、
前
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
利
札
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
支
払
の
日
」
と
あ
る
の
は
「
借
換
又
は
支
払
の
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
借
換
価
額
相
当
額
等
の
政
府
へ
の
納
付
）

第
六
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
（
閉
鎖
機
関
株
式
会
社
横
浜
正
金
銀
行
又
は
株
式
会
社
大
阪
銀
行
が
旧
敵
産
管
理
法
施
行
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
千
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
敵
産
管
理
人
と
し
て
旧
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
、
保
管
者
が
旧
外
貨
債
処
理
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
八
年
大
蔵
省
令
、
司
法
省
令
第
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に

1



よ
り
借
り
換
え
た
も
の
及
び
質
権
者
が
同
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
を
除
く
。
）
の
借
換
に
よ
り
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
（
そ
の
者
の
包
括
承
継
人
を
含
む
。
）
は
、
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
、

左
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
を
政
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
外
貨
債
の
借
換
価
額

二
　
当
該
邦
貨
債
の
利
子
の
う
ち
、
当
該
日
（
当
該
邦
貨
債
が
台
湾
電
力
株
式
会
社
又
は
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
発
行
し
た
社
債
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
又
は
同
年
九
月
十
五
日
）
ま
で
に
支
払
期
日

の
到
来
し
た
も
の
の
金
額
か
ら
、
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
そ
の
者
が
同
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
の
借
換
に
よ
り
取
得
し
た
邦
貨
債
及
び
同
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
支
払
期
日
の
到
来
し
た
そ
の
利
札
（
そ

の
利
札
が
台
湾
電
力
株
式
会
社
又
は
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
発
行
し
た
社
債
の
利
札
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
又
は
同
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
支
払
期
日
の
到
来
し
た
利
札
）
を
も
つ
て
同
項
の
規
定
に

よ
り
納
付
す
べ
き
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
に
充
て
る
邦
貨
債
の
収
納
価
額
は
、
そ
の
発
行
価
額
（
そ
の
邦
貨
債
に
つ
い
て
利
札
が
附
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
利
札
（
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
支
払
期
日

の
到
来
し
た
も
の
（
当
該
利
札
が
台
湾
電
力
株
式
会
社
又
は
東
洋
拓
殖
株
式
会
社
の
発
行
し
た
社
債
の
利
札
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
二
十
年
四
月
十
五
日
又
は
同
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
支
払
期
日
の
到
来
し
た
も
の
に
限

る
。
）
を
除
く
。
）
の
う
ち
欠
け
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
額
）
に
よ
る
も
の
と
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
に
充
て
る
利
札
の
収
納
価
額
は
、
そ
の
券
面
金
額
か
ら
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当

す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
。

４
　
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
に
充
て
る
も
の
の
収
納
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

５
　
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
利
札
（
第
一
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
の
利
札
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
支
払
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
の
包
括
承
継
人
を
含
む
。
）
は
、
財
務
大
臣
の
指
定
す
る

日
ま
で
に
、
そ
の
支
払
を
受
け
た
金
額
か
ら
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
政
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
閉
鎖
機
関
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
七
十
四
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
閉
鎖
機
関
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
同
令
第
十
一
条
に
基
く
命
令
の
規
定

の
適
用
に
よ
り
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
額
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
が
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
金
額
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
項
の

規
定
に
よ
る
納
付
金
額
か
ら
そ
の
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
金
額
を
控
除
し
た
金
額
と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
納
付
す
べ
き
金
額
を
分
割
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

７
　
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
そ
の
者
の
包
括
承
継
人
」
と
は
、
当
該
者
が
死
亡
し
、
又
は
合
併
に
因
り
解
散
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
相
続
人
、
受
遺
者
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
及
び
合
併
に
因
り
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い

い
、
本
項
中
「
当
該
者
」
と
あ
る
の
を
「
本
項
に
規
定
す
る
相
続
人
、
受
遺
者
、
合
併
後
存
続
す
る
法
人
及
び
合
併
に
因
り
設
立
さ
れ
た
法
人
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
該
当
す
る
者
を
含
む
。

（
横
浜
正
金
銀
行
等
か
ら
す
る
政
府
へ
の
譲
渡
及
び
納
付
）

第
七
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
が
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
が
旧
敵
産
管
理
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
敵
産
管
理
人
と
し
て
旧
法
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
、
保
管
者
が
旧
外
貨
債
処
理
法
施
行
規
則
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
又
は
質
権
者
が
同
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
銀
行
、
株
式
会
社
東
京
銀
行
、
当
該
保
管
者
及
び
当
該
質
権
者
（
当
該
保
管
者
及
び
質
権
者
に
つ
い
て
の
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
そ
の
者
の
包
括
承
継
人
を
含
む
。
以
下
「
借
換
代
行
者
」
と
い
う
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
手
続

に
よ
り
、
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
、
当
該
借
換
に
よ
り
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
（
前
条
第
七
項
に
規
定
す
る
そ
の
者
の
包
括
承
継
人
を
含
む
。
）
の
た
め
に
そ
の
管
理
す
る
当
該
邦
貨
債
及
び
そ
の
利
札
（
当
該
邦
貨
債
に
つ

い
て
利
札
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
邦
貨
債
に
係
る
利
子
債
権
）
を
、
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
に
代
り
、
政
府
に
無
償
で
譲
渡
し
、
且
つ
、
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
の
た
め
に
そ
の
管
理
す
る
左
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
に
代
り
、
政
府
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
外
貨
債
の
借
換
に
際
し
旧
法
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
わ
れ
た
金
銭

二
　
当
該
邦
貨
債
に
つ
い
て
償
還
を
受
け
た
元
金
及
び
支
払
を
受
け
た
利
子
（
そ
の
支
払
の
際
課
せ
ら
れ
た
所
得
税
の
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
）

三
　
当
該
外
貨
債
の
証
券
に
附
属
す
る
利
札
に
つ
い
て
旧
外
国
為
替
管
理
法
に
基
く
命
令
に
よ
り
支
払
を
受
け
た
利
子
（
そ
の
支
払
の
際
課
せ
ら
れ
た
所
得
税
の
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
）

四
　
当
該
借
換
代
行
者
が
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
管
理
し
て
い
る
間
に
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
た
果
実

２
　
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
借
換
代
行
者
が
、
第
一
項
に
規
定
す
る
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
の
た
め
に
当
該
邦
貨
債
及
び
そ
の
利
札
（
当
該
邦
貨
債
に
つ
い
て
利
札
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
邦
貨
債
に

係
る
利
子
債
権
）
並
び
に
同
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部

又
は
一
部
を
管
理
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
（
閉
鎖
機

関
株
式
会
社
横
浜
正
金
銀
行
又
は
株
式
会
社
大
阪
銀
行
が
旧
敵
産
管
理
法
施
行
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
千
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
敵
産
管
理
人
と
し
て
旧
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
借

り
換
え
た
も
の
、
保
管
者
が
旧
外
貨
債
処
理
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
八
年
大
蔵
省
令
、
司
法
省
令
第
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た
も
の
及
び
質
権
者
が
同
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
借
り
換
え
た

も
の
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
借
換
代
行
者
が
、
第
一
項
に
規
定
す
る
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
に
代
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
譲
渡
又
は
同
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
納
付
を
し
た

と
き
は
、
当
該
譲
渡
に
係
る
邦
貨
債
若
し
く
は
そ
の
利
札
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
の
指
定
す
る
日
ま
で
に
支
払
期
日
の
到
来
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
収
納

価
額
、
当
該
譲
渡
に
係
る
邦
貨
債
の
利
子
債
権
の
債
権
金
額
か
ら
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
又
は
当
該
納
付
金
額
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
が
、
こ
れ
を
前
項
に
お

い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
府
に
納
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
借
換
代
行
者
が
、
第
一
項
に
規
定
す
る
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
の
た
め
に
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る

も
の
に
限
る
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
管
理
し
て
い
な
い
場
合
に
お
け
る
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
利
子
の
支
払
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
五
項
中
「
利
札
（
第

一
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
の
利
札
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
の
利
札
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
借
換
代
行
者
が
、
第
一
項
に
規
定
す
る
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
に
代
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
の
納
付
を
し
た
と
き
は
、
当
該
納
付

金
額
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
邦
貨
債
を
取
得
し
た
者
が
、
こ
れ
を
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
に
納
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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（
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
）

第
八
条
　
政
府
は
、
第
六
条
第
一
項
（
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
が
同
条
第
二
項
（
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
国
債
で
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
国
債
を
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
の
所
属
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
政
府
は
、
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
（
前
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
が
現
金
で
さ
れ
た
と
き
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
が
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
国
債
の
利
札
で
さ
れ
た
と
き
、
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
債
の
利
札
（
当
該
国
債
に
つ
い
て
利
札
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
国
債
に
係
る
利
子
債
権
）
が
譲
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
現
金
、
当
該
利

札
の
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
収
納
価
額
及
び
当
該
利
子
債
権
の
債
権
金
額
か
ら
そ
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
　
政
府
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
債
、
社
債
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
利
札
で
さ
れ
た
場
合
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
債
、
社
債
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
利
札
（
当
該
地
方

債
又
は
社
債
に
つ
い
て
利
札
が
附
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
係
る
利
子
債
権
）
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
方
債
、
社
債
、
利
札
又
は
利
子
債
権
を
処
分
し
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
因
る
収
入
金
額

に
相
当
す
る
金
額
を
、
一
般
会
計
か
ら
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
れ
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
繰
り
入
れ
ら
れ
た
金
額
に
つ
い
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

５
　
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
に
お
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
債
を
受
け
入
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
当
該
国
債
を
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
繰
入
を
受

け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
の
一
般
会
計
の
負
担
に
属
す
る
国
債
を
、
そ
れ
ぞ
れ
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
質
権
の
保
護
）

第
九
条
　
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
を
目
的
と
し
た
質
権
で
、
旧
法
第
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
外
貨
債
に
代
え
て
発
行
さ
れ
た
邦
貨
債
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支

払
わ
れ
る
金
銭
の
上
に
存
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
当
該
外
貨
債
に
係
る
第
三
条
第
二
項
の
告
示
が
あ
つ
た
日
に
お
い
て
消
滅
し
、
当
該
質
権
の
権
利
者
が
当
該
外
貨
債
の
証
券
を
占
有
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
外
貨
債
の
上

に
存
す
る
。

（
特
別
経
理
会
社
等
の
経
理
の
特
例
）

第
十
条
　
企
業
再
建
整
備
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
特
別
経
理
株
式
会
社
で
同
条
又
は
同
法
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
仮
勘
定
を
設
け
て
い
る
も
の
は
、
第
六
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
会
社
が
政
府
に
納
付
す
べ
き
金
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
仮
勘
定
と
し
て
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
で
そ
の
借
換
の
際
当
該
会
社

が
有
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
価
額
を
零
と
し
て
評
価
す
る
も
の
と
し
、
当
該
外
貨
債
の
評
価
額
が
確
定
し
た
場
合
（
当
該
評
価
額
が
零
と
し
て
確
定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
会
社
が
第
六
条
第
一
項
又

は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
政
府
に
納
付
す
べ
き
金
額
を
限
度
と
し
て
、
そ
の
確
定
し
た
評
価
額
を
、
仮
勘
定
と
し
て
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
特
別
経
理
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
企
業
再
建
整
備
法
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
前
二
条
」
と
あ
る
の
を
「
前
二
条
又
は
旧
外
貨
債
処
理
法
に
よ
る
借
換
済
外
貨
債
の
証
券
の
一
部
の
有
効
化
等
に

関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３
　
金
融
機
関
再
建
整
備
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
整
勘
定
を
設
け
て
い
る
金
融
機
関
は
、
第
六
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
金
融
機
関
が
政
府
に
納
付
す
べ
き
金

額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
当
該
調
整
勘
定
に
お
い
て
経
理
し
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
証
券
が
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
外
貨
債
で
そ
の
借
換
の
際
当
該
金
融
機
関
が
有
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
金
融
機
関
が

金
融
機
関
経
理
応
急
措
置
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
六
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
時
に
お
い
て
有
し
て
い
た
旧
勘
定
に
属
す
る
資
産
と
し
て
、
こ
れ
を
当
該
調
整
勘
定
に
お
い
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
　
削
除

（
報
告
義
務
）

第
十
二
条
　
財
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
旧
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
外
貨
債
の
発
行
者
、
邦
貨
債
の
元
利
支
払
事
務
の
委
託
を
受
け
て
い
た
者
及
び
借
換
代
行
者
か
ら
報
告
を

徴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

こ
の
法
律
中
第
一
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
四
月
二
三
日
法
律
第
九
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
の
最
初
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
三
月
一
九
日
法
律
第
一
九
号
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
二
月
一
八
日
法
律
第
六
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二
日
法
律
第
一
六
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を
除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
九
百
九
十
五
条
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
の
改
正
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
千
三
百
五
条
、
第
千
三
百
六
条
、
第
千
三
百
二
十
四
条
第
二
項
、

第
千
三
百
二
十
六
条
第
二
項
及
び
第
千
三
百
四
十
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
法
律
第
二
三
号
）
　
抄

3



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
九
年
度
の
予
算
か
ら
適
用
す
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
百
九
十
二
条
　
附
則
第
二
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
、
第
六
十
七
条
か
ら
第
二
百
五
十
九
条
ま
で
及
び
第
三
百
八
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
と
な
る
経
過
措
置
は
、
政
令
で

定
め
る
。
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